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海
運
の
.猫
占
よ
り
生
ず
ろ
弊
害

(海
運

に
於
け
る
競
争

ε
凋
占
、
其
六
)

.

小
.
島

昌

太

郎

凋
占
的

コ
ソ
フ
ニ
レ
ン
ス
そ
の
も
の
に
固
有
な
る
事
情

の
下

に
生
す
る
利
益
は
、

賃
率

の
均
等
ε
そ
の
蟹
走
ε

云
ふ
こ
ε
で
あ
り
、
叉
濁
占
的

コ
ソ
フ
エ
レ
ソ
ス
の
下
に
経
管

せ
ら
る

、
定
期
船
事
業
に
め
b
て
は
、

定
期
航
海

が
規
律
的
に
行
は
れ
、
航
海
回
数
も
頻
繁
に
行
は
れ
、
優
秀
な
る
設
備
を
有
す
る
高
速
力
船
、
冷
藏
室
製
氷
装
遣

等
を
備
ふ
る
特
殊
貨
物
船
が
用

ゐ
ら
れ
、
叉
海
運
會
肚
が
自
己
の
計
算
に
於
て
貿
易
品
の
輸
送
を
な
す
こ
ε
も
大

禮
に
於
て
塵
止
せ
ら
れ
て
、
是
等
が
掛
外
貿
易
上
肚
會
全
般
の
利
盆
を
齎
ら
す
も
の
な
る
は
、
前
段

に
於
て
説
明

し
た
る
所
で
あ
る
。
今
回
は
、
之
ご
封
比
し
て
、

濁
占
的

コ
ソ
フ
エ
レ
ン
ス
が
肚
曾
に
及
ぼ
す
弊
害

ε
し
て
認
め

ら
る
＼
も
の
に
は
如
何
η
る
も
の
が
あ
る
か
、
叉
そ
れ
ら
が
国
民
経
済
生
活

に
謝
し
て
果
し
て
如
何
な
る
害
悪
を

與
ふ
る
か
を
研
究
す
る
で
あ
ら
う
。

第

一

運

賃

延

展

制

に

件

ふ
弊

害

コ
ン
フ
ェ
レ
ン
ス
は
凋
占
的
地
位
を
維
持
す
る
が
矯
め
に
、
競
争
者
の
獲
生
を
防
遏
す
る
も
の
で
め
b
、
且

つ

論

叢

海
運
の
濁
占
よ
り
生
す
ろ
弊
害

第
十
入
巻

(第
二
號
.
三
五
)

四
二
九

1)本 誌第十七巻第五號「海運の掲出 より生する利益」



`
論

叢

海
蓮
の
猫
占
£
り
生
す
ろ
飾
害

第
+
〈
巻

(第
二
號

三
六
)

四
三
〇

そ

の
目
的

の
爲
め
に
圭

こ
し

て
運
賃
延
戻
制

に
よ
り

て
荷
主

に
『
忠

實
」
を
強
要
す

る
も

の
な

る
は
嚢

に
述

べ
把

る

慮

で

あ
る
。
故

に
、
今
、

コ
ソ
フ

ェ
レ
ソ
ス
の
肚

會

に
及

ぼ
す

弊
害

を
研
究
す

る
に
當

っ
て
も

、
先

づ
此

二

つ
の

事
柄

に
着
目

せ
ね
ば

な
ら

菰
。

一

翫
定

期
船

事
業
開
始

の
困
難

獅
占
的

コ
ソ
フ
・
レ
ン

ス
は
競
璽

者

の
獲

生
を
防
遏

し

つ

・
あ

る
が
故

に
、

・
ン
フ
ラ

ソ
ス

航
路

に
於

て
は

新
た
に
定
期
航
海
事
業
を
開
始
す
る
・
議

砦

困
難
で
あ
る
。

即
ち
、

弓

、フ
、
レ
γ
ス
は
運
賃
延
戻
響

云

ふ
巧
妙
に
仕
組
ま
れ
た
る
拘
束
手
段
を
以
て
、
荷
主
よ
り
積
込
船
舶
撰
探
の
自
由
を
奪
ひ
、
そ
の
貨
物
を
専
ら

コ

γ
フ
ェ
レ
ソ
ス
船
に
の
み
積
込
ま
し
む
る
の
仕
掛
を
作

っ
て
居

る
か
ら
、

新
た
に
同
じ
航
路
に
定
期
船
事
業
を
蹴

始
す

る
も
、
荷
主
を
得

る
こ
ε
甚
だ
困
難
な
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
今
日
世
界

の
ま
要
航
路

に
は
、

コ
ン
フ
ェ
レ

ソ
ス
の
存
在
せ
ざ
る
所
、
殆
ご
之
な
き
の
有
様
で
あ
る
か
ら
、
右
の
事
情
は
、

膏
に

一
つ
の

コ
ン
フ
ェ
レ
ソ
ス
航

路

に
於
て
、
加
盟
外

の
會
肚
が
新
把
に
定
期
航
海
を
開
始
す

る
こ
ご
の
困
難
な
喝
を
意
味
す

る
の
み
な
ら
す
、
併

せ
て
叉
、
定
期
船
會
勅
そ
の
も
の
を
新
た
に
設
立
す
る
こ
ぜ
の
困
難
な

る
を
も
意
味
す
る
。

併
し
乍
ら
、
か
く
の
如
き
定
期
船
事
業
開
始
の
困
難

ご
云
ふ
こ
ピ
が
、
國
民
脛
濟
に
及
ぼ
す
影
響
の
如
何
は
、

国
情
の
異
る
に
從

っ
て
必
ず
し
も
伺

　
で
は
な

い
。
対
外
貿
易
の
頗
る
主
要
観
す

べ
き
事
情

に
め
り
な
が
ら
、
未

だ
自
国
に
有
力
な
る
定
期
船
會
魁
が
存
在
せ
す
し
て
、

そ
の
勤
外
貿
易
が
主

ξ
し
て
外
國

の
コ
ン
フ
ェ
レ
ソ
ス
船

り



に
よ
り

で
輸

送

せ
ら

れ
、
自
国

の
荷
主

が
そ

の
運
賃

弛
廃
制

に
よ

り
て
拘
束

せ
ら

れ
居

る
が
如

き
國

に
ε
り

て
は

コ
ン
フ

ェ
レ
ソ
ス
の
存

在
は
、

自
国
海

運
の
猫

立

を
計

る
の
妨

害

ε
な

る
。

か
の
北
米
合
衆
國

が

　
九

一
六

年

の

商
船

法
を
以

て
運
賃
延
展

制

の
採
用
を

禁
止
し
、
一
九

二
〇
年
の
海
運
法
、
所

謂

ジ
ョ
ー

ツ
ス
法

を
以

て
更

に
之
を

修

正
し

て
、
合
衆

国

を
中
心

蓬
す

る
内
外

の
航
路

に
於

て
、
直

接

把
る
ε
間

接

た
る

ε
を
問
は
す

、
運
賃

延
展
制

を
採

用
す
.る

こ
ε
、

並

び

に
此

制
度
を
採
用
す

る

コ

ソ
フ

ェ
レ
ン
ス
に
加
入
す

る

こ
ε
を
禁
止
す

る

に
至

つ
だ
が

如

き
は
、
合
衆
国

の
海
運

事
業

が
、
.外

國
會

肚

の

コ
ソ
フ
エ
レ
ソ
ス
に
厘
迫

せ
ら

れ
て
、

そ

の
獲
蓮

が
常

に
阻
害

せ
ら
れ

て
居

っ
た

か
ら

で
あ

る
。
叉

か

の
ブ

ラ
ジ

ル
に
於

て
も
、
運
賃

延
展
制

に
謝
し

て
常

に
盛

な

る
反
謝

が
あ

る

の
も
、

一
九

=
」
年

の

H」
o旨

国
母
N葺
o
δ

會
肚

の
失
敗
を
初

め
、

同
国
海
運

の
獲
離

せ
ざ

る
こ
ご
が
、
外
國

コ
ソ
フ

ェ
レ
ソ
ス
の
墜

迫

に
よ

る
か
ら

で
あ

る
。

涙

淵
聯
邦

政
府

が
経
管

す

る
定
期
船

事
業

が
、
維

賛
難

に
陥

り

た
る
も
、

英
濠

コ
.ソ
フ
エ
レ
ソ

ス
の
運
賃

延
展

制

が
、
濠

洲
荷
主

に
勤

し
、
聯
邦
放
鷹
脛
瞥

船

に
積

荷

を
な
す

の
自
由

を
束
縛

し
居

把
る
が
儒

め
で
あ

る
。
深

淵

聯
邦

は
既

に

一
九

〇
⊥
ハ
i

一
〇
年
の
濠

洲
産

業
保
護

法
を
以

て
、
蓮
賃

の
延
展
を

な
す

を
禁

じ
、
か

、
る
契

約
を
絶
.

お

数

的

に
不
法

に
し
て
無
数

な

る
も
の
達
し
た

の
で
あ

る
が
、
此

規
定
は
如
何

嫁

る
理
由

に
よ
り

て
か
、
實
際

に
は

鳳

行

せ
ら

れ
な
か

つ
だ
様

で
、

現

に
聯
邦

の

一
定

る

ヴ
ィ
ク
ト
リ

や
政
府

で

さ

へ
、

英
藻
ヨ

ソ
フ
ェ
レ
ン
ス
の
運

賃

延
戻
制

に
よ
り

て
束
縛

せ
ら

れ
、

一
九

一
九

年

に

は
延
戻

金

七
百
榜

の
損

失
を
賭
す

る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
.

コ
ン

論

叢

海
運
の
櫛
占
よ
り
生
す
る
弊
害

」

第
+
入
巻

(第
二
號

三
七
)

四
==

日

1)
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●

論

叢

海
運
の
濁
占
よ
71
生
ず
ろ
弊
害

第
十
入
巻

(第
二
號

三
八
)

四
三
ニ

フ
ェ
レ
ソ
ス
外

の
船
舶
を

利
用
す

る
こ
ε
が
出
家

な

い
状
態

に
あ

っ
陀
。

涙

淵

の
掛
外
貿
易

が

か
く

の
如

き
事
情

に
め

っ
た

が
爲

め
に
、

聯

邦
政

府

の
定
期
船

事
業

は

コ
ン
フ
ェ
レ
ソ
ス
の
歴

迫

に
封
抗

し
て
成

功
を
見

る
の
望

み

到
底

な
き
に
至
り
、
遂

に

一
九

一
九

年
七
月

、
大
英

帝
国
政
府

に
謝

し
、

英
濠

コ
ソ

フ
ェ
レ
ソ
ス
の
運
賃
延

反
問

り

題
に
就
き
、
何
等

か
の
仲
裁
的
解
決
方
法
を
探
ら
ん
こ
ε
を
要
求
す
る
に
至

つ
セ
の
で
あ
る
。
其
結
果

、
本
圃
政

府
は
英
帝
国
海
運
委
貴
會
に
封
し
此
問
題
を
調
査
研
究
す

　
き
こ
ε
を
命
じ
、
該
委
員
會
昼

九

二
二
年
+
二
月

に
至
り
、

そ

の
調

査
を
終

へ
て
、
撰
澤

制
度

(
○
℃
けδ
づ
巴

巴

[巽
蕎
叶寄

し∩
蕩
仲Φ
日
)
.
.ぜ
假

に
名

づ
け
得

べ
き

一
方

法
を
探
用

せ
ん
こ
ε
を
勧
告

す

る
旨
を
決
議

し
π
。

そ

の
方
法

の
如

何
な

る
も
の
で
あ

る
か
は

、
後

に
説

明
す

る

機
會

め

る
が
故

に
今
は

之
を
省

略
す

る
が
、

兎
も
角

、
英
濠

コ
ソ
フ
ェ
レ
ソ
ス
も
濠

洲
聯
邦
政
府
も

、

共

に
此
方

法
を

一
九

二
三
年

五
月

】
日

よ
り
採
用
す

る

こ
ご

、
な

り

て
妥
協

が
成

立

し
、
以
て
聯
邦
政
府

の
定
期

船
事
業

も

経
管
難
を
冤

る

＼
を
得

起
の
で
あ

る
。

此
等

の
例

に

よ
れ
ば
、
新

た
に
定
期

船
事
業
を
開

始
す

る
こ
ご
が

、
既
存

の

コ
ソ
フ
エ
レ
ソ
ス
の
運
賃

延
展
制

の
爲
め

に
、
.如
何

に
阻
害

せ
ら

る

、
毛

の
な
る

か
、

亡
云

ふ
こ
ざ
が
分
る
で

あ
ら
う
。

.

併

し
乍
ら

、
'前

述

の
諸
国

ε
事
情

異
b
、
既

に
そ
の
海
運
が

よ
く
獲
蓬

七

て
、
自
国

に
有
力

な

る
定
期

船

會
肚

が
存
在

し
、

そ

の
対
外
貿

易

が
外

國

の
海
運
政
策

に
よ
り

て
左
右

せ
ら

れ
ざ
る
地

位

に
あ
り
、
且

つ
自

國

の
定
期

船
會
砒

の
所

騙
す

る

コ
ソ
フ
ェ
レ
ソ
ス
が
、

そ

の
野
外
貿
易

を
行

ふ
に
十

分
な

る
船
腹

ご
航
海

嘘
を
提

供
す

る
國

1)FinalReportofthe工mpeTialShippingCo皿mitteeonthe.De「erred

RebateSystem,豆923,P・28,TelegramfromtheGovernor-Generalofthe

Commonwealthof.AustraliatotheSecretaryofStatefortheColonies.

引



に

ε
り

て
は

、
新

定
期
船

會
肚

設
立

の
困
難

を
云
ふ

こ
ご

は
、
そ

の
海
外
貿

易

に
謝

し

て
殆
ご
何
等

の
妨
害

ε
は

な
ら

な

い
。
故

に
例

へ
ば

英
吉

利

や
戦
前

の
凋
逸

の
如

き
は
、

運
賃
延
戻
制
を
採
用

す

る

コ
ソ
フ
エ
レ
ソ
ス
を
是

認
す

る
の
態

度

で
あ

る
。
殊

に
戦
前

の
濁
逸

の
如

き

は
、
不
定
期
船

訟
管
渠

領
域
が

、
定
期
船
會
瓢肌
に
よ
り

て
漸

次
轡
馴食

せ
ら

れ

つ

、
あ

る
の
時

に
當
り
、

=
暫∋
『
二
「げq
-ン
ヨ
Φ島
(p
目
凹三
¢
や

Z
o
a
鑑
〇二
詳
。
ず
①「
『
ぴ
鷺
山

の
如
皿き
大
禽

砒

の
亘

人
な

る
資
本

ε
優
秀
な

る
維
桜

ε
を
以

て
、

英
吉

利
會

殖

の

コ
ソ
フ
ェ
レ
ソ
ス
に
加
盟

し
、

其
集

合

の
カ

を
以

て
、
從
家
主

ご
し

て
英
吉

利
不
定
期
船

の
活
動

せ
る
地
域

に
も
瞥
業

を
振
躾

し
た

の
で
あ
る
か
ら

、
濁

逸

定

期
船

事
業

の
獲
達
は

、

コ
ン
フ
ェ
レ
ン
ス
組

織

に
よ

り
英
吉
利

定
期
船

會
肚

の
勢
力
を

利
用

し

て
、

英
吉

利
不
定

期
船

の
警
乗
を
奪

っ
て
之
を
成

し
遂
げ

た
る

の
観

が

め
る
。
此

事
實
は
英
吉

利
に
於

て
は
、
後

に
述

ぶ

る
が
如
く
、

コ
ン
フ
エ
レ
ソ
ス
に
封
ず

る

一
部

の
反
豊
論

の
根

嫁

ご
な
b

セ

る
ご
同
時

に
、

猫
逸

に
於

て
は
之

が
賛
成
論

保
護

論
.の
根
擦

ε
な
b
た

る
所

で
め

っ
た
。

嘗

て
、
北
米

合
衆

國

に
於

て
、
前
述

の
商
船

法
制

定
以
前
、

コ
ソ
フ
ェ
レ
ン
ス
.な

る
も

の
は
合
衆

國
海
運

の
獲

達

を
阻
害
す

る
も
の
で
あ

る
ご
諸
ふ
議

論
が
盛

に
唱

へ
ら

れ
、
遂

に
議

會

に
於

て
海

事
委
員
會
を
設

け
て
そ

の
調

査

研
究

に
當
ら

し
め
売

る
際

に
、
塒

の
伯
林

駐
訓
大

使

レ
イ

シ
ュ
マ
ソ
氏

(甘
ゴ
p
しり
.
H肖
..ぴ
9

ぼ
μ藝
じ

が
本

圃
政

府

の
要
求

に
よ
り
提
出

し
た
る
報
告

の

一
節

に
日

ふ
、
「
海
運
業
關
係
者

に
謝
す

る
猫

逸

政
府

の
態
度
は

、
(
合
衆

国

)
議
會

が
そ

の
最
近

の
決
定

に
於

て
表
示

し
た
る

ε
は
、
全
然
反
封

の
も

の

・、
様

で
あ

る
。
凋
逸

政
府
は

上
に

論

叢

海
運
の
蜀
占
よ
町
生
下
る
弊
害

第
+
八
巻

(第
二
號

三
九
)

四
三
三

■

・



・
論

叢

海
運
の
凋
占
ポ
リ
生
す

る
弊
蜜

第
十
入
籍

(第
二
號

四
〇
)

四

三
四

饗

馨

鵠

内
の
(海
斐

喬

の
藤

合
及
び
契
約
を
有
讒

せ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
寧
ろ
曾
賄

の
出
帆
其

他

の
事
項
に
閲
す
る
取
極
め
は
、
無
用

の
費
用
を
節
約
し
、
脛
讐
の
経
済
的
に
行
は
る

、
を
確
保
す
る
も
の
で
あ

り
、

一
定
の
限
度
内
に
於
け
る
賃
率

の
不
簗
更
は
非
難
す

べ
き
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
船
主
を
し
て
そ
の
船
舶

並
び
に
乗
組
員
を
高
き
程
度
に
保
持
す
る
を
得
し
め
、
満
足
な
る
配
當
を
支
彿
ふ
こ
`
を
得
し
め
、
か
く
て
、
最

近
の
十
年
間

に
海
上
交
通

に
於
け
る
英
吉
利
の
優
超
を
威
魅
す
る
に
至
れ
る
程
の
、
驚
く

べ
き
大
進
歩
を

な
せ
る

濁
逸
海
運
の
獲
展
に
要
す
る
資
本
を
引
出
す

こ
ε
を
得
し
め
た
も
の
で
あ
る
、
ε
云

ふ
意
見
を
公
に
保
持
し
て
、

此
等
聯
合
叉
は
契
約
を
奨
腐

し
つ
、
あ
る
」

ε
。
是
れ
米
凋

二
幽
の
國
惰
が
異
る
に
よ
b
.

コ
ソ
フ
ユ
レ
ン
ス
が

国
民
経
濟

に
及
ぼ
す
影

の
均
し
か
ら
ざ
る
を
示
す
適
例
で
あ
る
。

二

不
定
期
船
に
封
ず
轟
駆
迫

不
定
期
船
経
替
着

に
ε
b
て
は
、

コ
ソ
フ
ェ
レ
ソ
ス
の
存
在
は
そ
の
轡
業
の
妨
害
ざ
な

る
。

蓋
し
不
定
期

船
が

最
寄
の
寄
港
地

に
於

て
積
荷
を
得

ん
`
欲
す
る
も
、
荷
主
は
例
の
運
賃
延
戻
制

に
よ

っ
て
積
込
船
舶
撰
澤
の
自
由

を
奪
は
れ
居
る
が
爲
,め
、
不
定
期
譜
を
利
用
す
る
こ
ざ
が
出
来
な
.い
か
ら
で
あ
る
。
故

に
、
定
期
船
の
獲
達
、

コ

ソ
フ
ェ
レ
ソ
ス
の
成
立
、

運
賃
延
展
制
の
採
用
に
よ
り
、
不
定
期
船
が
そ
の
管
業
領
域
を
漸
次
侵
略
せ
ら
れ
た
る

は
明
か
な
る
所
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
、
海
上
貿
易

の
獲
達

、
特
に
工
業
品
貿
易
の
獲
達

に
從
ひ
、
定
期
航
海
が
要

求
せ
ら

晒
、
そ
の
範

園
内

に
於
て
不
定
期
航
海
が
斥
け
ら

る
、
は
、
海
上
交
通
獲
達

の
自
然
の
結
果
で
あ
る
か
ら

、

叩

り



前
述
の
事
象
は
、
不
定
期
船
経
管
者
に
ご
り
て
は
、
讐
業
領
域
の
侵
害
に
相
違
な
い
が
、
海
運
事
業
全
麗
ε
し
て

見
れ
ば
、
事
業

の
分
化

に
外
な
ら
す
し
て
、
蜜

に
そ
の
獲
達
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
殊

に
、
工
業

の
獲
達
は

定
期
船
事
業
の
獲
蓮
を
惹
起
す
も
の
で
は
め
る
が
、
之
ε
共

に
又
、
原
料
品
食
糧
品
の
如
き
大
量

の
季
節
的
産
物

'

の
海
上
輸
送

契
盛

な
ら
し
む

る
の
で
あ

る
。
故

に
不

定
期

船
は

】
方

に
於

て
定
期

船

に
槽

業
領
域

を
奪

は
る

、
代

り

に
、
他
方

に
於

て
は
又
菅
栄

領
域
擾
張

の
鯨
地

が
與

へ
ら

れ

つ

＼
あ
る

ご
言
は
な

け
れ
ば
な
ら

澱
。
大
量

の
季

節
的
産
物
は

、
定
期

航
海

を
要
求

せ
す

、
父
定
期
船

の
提

供
す

る
生
塵
農

の
高
き
海
運
勢
務

は
之
が
鹸
…迭

に
適

せ

ざ

る
が
爲

め
、
此
等

が
海

上
貿

易
品

ε
し
て
存

在
す

る
以

よ
は
、
不
定
期
船

は
定
期

船

に
到
底
奪

は
れ
ざ

る
所

の

轡
業
領

域
を
有

つ
も

の
で
め
る
、

故

に
、

コ
ン
フ
ェ
レ
ン
ス
の
獲
達
は

、
不

定
期

船

の
警
業
領

域
を
侵

害
す

る
ε
は
言

ふ
も
の

、
、

之

が
國
民
縄

、

濟

に
及

ぼ
す
影
響

は

国
情

に
よ
り

て

必
ず

し
も
同

一
で
は
な

い
。

か

の
、

有
力
な

る
定
期
船
會
肚

の
存

在

せ
す

.

し
て
、
多
数

の
不
定
期

船
主

の
存

在
す

る
國
、
例

へ
ば
諾

威

の
如
き

に
あ
ら

て
は
、

他

国

の

コ
ソ
フ
ニ
レ
ソ

3
は

自
国
海
運

の
獲
達

に
射

し
少

か
ら
ざ

る
妨

害
を
な
す

も

の
で
め
り
、
從

っ
て
國
民
縄
濟

に
謝

し
て
も
少

か
ら

ざ

る

打
撃

を
與

ふ
る
も
の
ε
認

め
得

る
で
あ
ら

う
。

叉
定
期

船

事
業

の
頗

る
獲
達

し
た
る
英
吉

利

に
於

て
さ

へ
、
船
舶

噸

数

の
上
よ

り
吉

へ
ば
、
不
定
期
船

の
噸
数
総
計

は
定
期

船

の
そ
れ

よ
り

も
遙
に
多

い
の
で
あ
る
か
ら

、

コ
ソ

フ

ェ
レ
ソ

ス
の
発
達

は
、

英

吉
利
海
運

の
利
益
を
害
す

る
も

の
で
あ

る
ξ
云

ふ
反
…討
論

が
屡

々
唱

へ
ら

れ

る
。

蓋

し

論

叢

演
遽
の
濁
占
・ふ
り
生
す
ろ
弊
害

第
+
八
巻

〔第
二
號

四
「
)

四
三
五

、

」

り

」
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論

叢

海
運
の
櫛
占
よ
り
生
ず
ろ
弊
害

第
十
入
谷

(第
二
號

四
二
)

四
三
六

不
定
期
船

事
業
は
純

然

な
る
国
籍
的

の
も
の

で
あ

る

に
反

し
、

コ
ソ
フ

ェ
レ
ン
ス
は
国
際
的
性
質

の
も

の
で
め
る

か
ら

、
英
吉

利
不
定
期
船

の
管

楽
領
域

が
欝
食

せ
ら

れ

て
、

コ
ン
フ
ェ
レ
ソ
ス
の
獲
達

す

る
こ
ご
は

、

之

に
よ
b

て
外
囲

定
期

船

の
鞍
業
領
域

の
振
張
し
た

る
だ
け

、
英
吉

利
海
運

の
損
失

ε
認

め
ら

る

、
か
ら

で
あ

る
。
戦

前

に

於

て
、

コ
ソ
フ

エ
レ
ソ
ス
な

る
も

の
は
、

英
吉

利
海
運

の
損
失

に
於
て
濁
逸

海
運

セ
利
益

す

る
も

の
で
あ
る

ε
の

論

が
、
英
吉
利

の

一
部
に
於
て
唱

へ
ら

れ
た
る
は
、

叉
此
開
悟

を
見
だ

の
で
あ
る
。

不

定
期

船

は
定
期
船

に
到
底
奪

は
れ
ざ

る
糖

葉
傾

城

を
有

つ
ε
は
言

へ
、

併

し
文
政
場

合

に
は
、

コ
ソ
フ
エ
レ

ン
ス
が
存

在
す

る
が
矯

め
に
・

そ
の
管
業

の
自
由

が
頗

る
阻
害

せ
ら

る

こ

差

が
な
い
で
は
な

い
α
そ

は
、
不
定

期
船

が
甲
國

よ
b
乙
國
.へ
の
運
送
航
海

を
な
し

π
る

ε
き
に
、
乙
國
よ
り

の
輸
出
貨
物

が
當
時
圭

ε
し
て
西
園
向

な
る
場
合

に
於
て
.
芳

し
乙

丙
航
路

に

]
ン
7
エ
〆
ソ

ス
が
存

在

せ
ざ
れ
ば
、

そ
の
不
定
期
船
は
乙

國
に
於

て
そ

の
貨
物
を
積
込

ん
で
丙
國

へ
向

ひ
出

帆
し
得

べ
き
に
拘
は

ら
す

、

そ

こ
に

コ
ソ
フ
ェ
.レ
ソ

ス
が
存
許

し
、
乙
國

の

荷

主
を
運
賃
延
展
制

を
以

て
拘
束

し
居

る
が
爲

め
、

不
定
期
船

は
積
込
貨
物

を
獲

る
能

は
す

し
て
、

室
荷

に
て
出

帆

せ
ね
ば
な

ら

諏
場
合
も

あ
る
か
ら

で
あ

る
。
而

し

て
か
く
の
如

き
事
柄

は
、
只
不
定
期
船
主

の
利
害
關
係

た
る

に
止
ま
ら
す

、
甲
國

の
乙
國
向

喩
出
貿

易

に
も
重
大

な

る
影
響
を
及
ぼ
す

の

で
あ

る
。
何

こ
な
れ
ば
、
不
定
期
船

は
乙

國

に
於

て
積
込
貨
物

を
獲

る
能

は
ざ

る
こ
ご
明

か
な

る
が

爲
め
、

甲
國

よ
動
乙

國

へ
の
運
賃

は
、
然
ら

ざ

る

場

合
に
比
し
高

か
ら

ざ
る
を
得

な

い
.か
ら
で
め

る
。

推
言

せ
ば

.
か
く

の
如

き
場
合

に
は
通
常

、
甲
國

よ
う

乙
図

引



へ
の
運
賃

は

、
甲
乙
両

国
間

の
運
邊
費
用
を
負

捲
す

る
に
止

ま
ら
す
、
空
船

に
て
次

の
積

込
貨
物

の
存
在

す

る
港

べ
至

る
ま
で

の
費
用
を

も
負

推

せ
ね
ば

な
ら

訟
か
ら

で
あ

る
。

故

に
か

、
る
場
合

に
於
て
は
、

コ
ソ
フ

ェ
レ
ン
ス

は

一
方

に
於

て
甲
國

の
乙
國

に
封
ず

る
輸
出
貿

易
を

阻
害
す

る
關

係
に
立
ち
、
他
方

に
於

て
は

.
乙
國

の
甲
國
よ
.
.

り
の
輸

入
貿

易
を
阻
害
す

る
關

係

に
立

つ
ご
云
ふ

こ

ざ
が
出
来

る
。

.

三

荷
主
に
封
ず
る
積
込

船
舶

撰
澤

の
自

由

の
拘

束

運
賃

延
展
制

の
下

に
於
て
も

、

荷
主

は
契
約
を
以

て

コ
ソ
フ
ェ
レ
ソ
ス
外

の
船

に
積
荷

を
な

さ

ゴ
る

の
義

務
を

負

擁
す

る
の
で
は

な

い
が
、
若

し
之
を

な
さ
ば
既
迭
積

荷

に
謝
す

る
延

展
金

の
支
彿

を
受

け
得

ざ

る
了
解

の
下

に

運
賃

を
支
彿

っ
て
居

る
の
で
あ

る

か
ら

、

経
済
上

の

利
害

關
係

に
よ
り

て

コ
ソ

7
エ
レ
ソ

ス
に
拘
束

せ
ら

る

、
嗣

係

に
あ

る
は
、
既

に
述

べ
た

る
所

で
あ

る
。
而

し
て
此

事

あ
る
が
故

に
、
前
述

の
新

定
期
船

事
業

開
始

の
困
難

も
起

り

、
又
不
定
期

船

の
事

業
塵
迫
も
起

る
。
然
ら

ば
此

事
は
荷
主

自
身

に
射
し

て
は
如
何
な

る
影

響
を
及

ぼ
す

か
。

荷

主
は
積

込
船
舶
撰
揮

の
自
由
を
奪
は

れ

て
居

る
け
れ

こ
も

、

そ
は

コ
ソ
フ
ェ
レ
ソ
ス
外

の
船

に
積
込

む

の
自

由

が
な

い
だ
け

で
、
即

ち
不
定
期
船
や
新

に
競
争

的

に
開

始
し
た
定
期

船
を
利
用

し
得

な

い
ご
云

ふ
に
止
ま

り
、
.

コ
ソ
フ
ェ
レ
ソ
ス
船
な
ら
ば
、

そ
の
如

何
な

る
も
の

に
積

込
む

も
固

よ
b
そ

の
任
意

で
あ

る
。

而

し
て

コ
ソ
フ
ェ

レ
ソ
ス
舶
は
概

し
て
頻
繁

な

る
定
期

航
海
を

し
て
居

る
の
で
あ
る
か
ら

、
航
海
機
會

の
缺

乏

竃
云

ふ
不
便

を
威
す

る
こ
ご
は
な

い
。

故

に
荷
主

が
、
積

込
船
撰
繹

の
自
由

を
奪
は

れ
て
居

る
ご
云

ふ
こ
ε
か
ら
實
際

に
生
す

る
不
便

論

叢

海
運
の
蜀
占
よ
り
生
す
る
弊
害

翔
+
入
谷

(第
二
號

四
三
)

四
三
士

ノ

9



論

叢

海
運
の
猫
占
よ
り
生
す
る
弊
害

第
十
入
谷

(第
二
號

四
四
)

四
三
入

は
、
安
き
運
賃
の
不
定
期
船
を
利
用
す

る
こ
ご
が
出
家
な

い
ε
云
ふ
こ
ε

、
、
偶
.1
競
争
定
期
船
の
安
き
運
賃

に

て
運
送
の
恥
受
け
を
な
さ
ん
ご
す
る
も
の
が
あ

っ
て
も
之
を
利
用
す

る
こ
ご
が
出
来
な

い
、
ご
云
ふ
黙

で
な
け
れ

ば
な
ら

隙
。
而
し
て
此
等
は
、
實
際
荷
主
に
ε
り
て
は
不
便
で
あ
b
不
利
で
あ
る
に
相
違
な

い
』

併
し
乍
ら
、
若
し
荷
主

に
し
て
か
く
の
如
き
自
由
が
許

さ
る
、
な
ら
ば
、
海
運
界
は
純
然
た
る
自
由
競
争
に
皮

配
せ
ら
る

、
こ
嬉

、
な
り
、
賃
牽
の
安
定
も
な
く
均
等
も
な
く
、
運
賃
の
齪
高
低
に
よ
り
て
海
猫
貿
易
は
署
し
く

投
機
的
性
質
を
帯
ぶ
る
こ
ε

、
な
る
だ
共
に
、
に
海
運
業
者
間
の
競
争

に
よ
り
大
荷
主
は
特
恵
角
の
取
扱
ひ
を
受

く
る
こ
ざ
、
な

っ
て
小
荷
主
は
次
第
に
貿
易
場
裡
よ
b
駆
逐
せ
ら
れ
、
其
.結
果
、
海
外
貿
易
は
大
貿
易
業
者

の
手

に
蹄
し
、

一
国
の
輸
出
入
は
大
資
本
家
の
手
中
に
掌
握
せ
ら
る
＼
こ
ε

、
な
る
。
か
く
の
如
き
は
、
海
外
貿
易
の

酸
達
、
園
庭
経
済
の
進
歩
よ
り
見
て
不
利
な

る
は
盲
ふ
ま
で
も
な
く
、
.
一
般
の
貿
易
業
者
の
利
猛
に
も
亦
明
か
に

反
す

る
所
で
あ
る
。
故

に
荷
主
は

コ
ン
フ
ェ
レ
ン
ス
外

の
船
を
利
用
し
得
ざ
る
の
不
便
不
利
ピ
、

海
運
事
業

が
全

然
自
由
.競
争
の
下
に
行
は
る
場
合
の
不
便
不
利
ご
を
比
較
し
て
、
現
歌
の
不
利
少
き
に
満
足
す
る
の
外
は
な

い
。

而
し
て
そ
の
不
便
不
利
ご
云
ふ
も
結
局
は
運
賃
の
問
題
で
あ
る
が
、
荷
も
定
期
航
海
を
欲
す

る
限
り
、
そ
の
運
賃

は
不
定
期
船

の
そ
れ
よ
り
高
か
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
は
、
両
者
の
勢
務
生
産
費
に
差
異
あ
る
に
よ
り
、
已
む
を
得
ざ

る
庭
で
あ
る
か
ら
、

結
局
は

コ
ン
フ
ェ
レ
ン
ス
の
賃
率
が
不
當
に
高
き
ゃ
否
や
の
問
題
ビ
な
る
。
此
固
題
は
次
の

凋
占
的
地
位
に
伴
ふ
弊
害

の
項
目
中
に
.之
を
論
ず

る
で
.あ
ら
う
。



第
二

濁
占
的
地
位
に
件
ふ
弊
害

上

に
述

べ
た

る
庭
は
、

コ
ン
フ
ェ
レ
ソ
ス
が
濁
占

を

獲
得
す

る
が

爲
め
の
手
段

、

特

に
運
賃

延
展
制
を
中
心

ε

し

て
、
そ
の
弊
害

の
あ

る
慮
を

説
明
し
た

の
で
あ
る

が
、

コ
ン
フ
ェ
レ
ソ
ス
め

弊
害
は
更

に
そ
の
凋
占

的
地
位
を

恃

ん
で
横
暴

な

る
行

動
を
な
す

こ
ご
よ
り
も
起

る
。

嘗

て
述

べ
た
る
が
如
く

、

コ
ン
フ
ェ
レ
ソ
ス
の
獲

得
す

る
　拗
占
は

、
超
謝

的
な

る
も
の
で
は
な
く

て
・
内
外

の

潜

在
的
競
争

を
押

へ
て
、
之
を
實
現

せ
し
め
ざ

る
程

度

に
保

つ
こ
ε
に
於

て
漸

く
獲
得
す

る
所

の
も
の
、
即

ち
所

謂
準
猫
占

ざ
も
吉

ふ

べ
き

も
の

で
あ

る
。
併

し
華
燭
占

ε
は
言

へ
、
兎
も
角

も
或
程

度
の
猫
占

的
塘
位
を
有
す

る

も

の
で
あ
る

か
ら

、
各
幽
居

の
生
存

繁
榮
を
助

長
促
進

す

べ
き
機
關

た

る
世

界
交
通

の
業

に
任

り
な

が
ら

・
加
盟

會
航

の
警
業
政
策

が
自
己

利
益
中
心
ま
義

に
重
き
を

貴
く
は
冤

れ
ざ

る
所

で
あ

る
。

こ
の

こ
ε
は
種

々
な

る
事
柄

に
就

い
て
現
は

る

、
の
で
あ

る
が
、
国
民
経
済

上
最

も
重
大
な

る
は
、
寄
港

地

の
決
定

ε
賃
率

の
決
定

に
閲
す

る

コ
ソ
フ

エ
レ
ソ
ス
の
態
度

で
あ

る
。

一

一

寄
港
地
の
恣
意
的
決
定

定
期
船
會
肚
が
そ
の
相
互
の
競
争
を
廃
止

し
て
、

コ
ソ
フ
ェ
レ
ソ
ス
を
組
織
す

る
こ
ε

、
な
れ
ば
、
從
家
眷
肚

が
歴
々
に
定
め
た
る
寄
港
地
を
、
加
盟
會
血
全
般

の
利
金
を
標
準
こ
し
て
、
整
理
を
な
す

こ
ε
が
あ
る
。
か
く
て

論

叢

逡

翁

占
・
星

誓

響

.

筆

八
巻

(第
二
號

四
五
)

四
三
九
.



P

論

叢

逡

窺

占
　

争

毒

害

.

第
夫

巻

(第
二
號

四
六
)

四
四
。

そ
の
勢

鵠

内

に
於
け
・
所
謂

∩
・轟

…
8

艮

・・
を
決
定
す
る
の
で
あ
・
。
而
し
て
此
場
合
に
瑳

の
標
準

蓬

る
も
の
咲

常
識
諸
港
の
地
方
的
利
害
や
国
民
経
済

の
貿
易
上
の
利
害
如
何
に
あ
・。
す
し
て
、
寧

ろ
害

し

て
牧
入
費

の
最
大
な
ら

ん
ミ

是
で
あ
・
。
故
に
或

・
港
に
毒

す
.・
・
琴

曇

用

嘉

落

せ
ざ
る
・、
・

に
よ

り
て
節
約

せ
ら

る

べ
き
費
用

ε
を
計

算
し
、
之
を

寄
港
す

る
こ
ε

に
よ
り

て
獲
ら

る

べ
き
運
賃
利

益

ε
比
較

ノ

曳

若

し
そ
の
蒙

が
利
饗

し
て
認
む
・
に
は
あ
ま
り
量

要
な
ら
ざ
る
も
の
で
あ
・
場
合
、
畿

寄
港

に
よ

り
て
獲

る
利
禦

・
そ
の
籍

呈

す
塾

航
海
晶

の
延
長
に
比
較
し
て
重
讒

す
・
に
足
ら
ざ
、
場
倉

は

か

、
る
墓

は

・
ソ
フ
ニ

・
嘉

の
寄
鑑

よ
-
刪
除
せ
ら

る
A
・
ξ

な
・
の
で
あ
る
b

此
場
A
.
に
は
、
そ

の
商
港
は
・

コ
ソ
フ
ェ
レ
ソ
ス
成
立
以
前
に
は
附
近
の
他

の
商
港

ε
同
様
に
、
定
期
船
の
便
益
を
享
受
し
居
た
る

に
・
そ
の
成
立
後
は
そ
の
便
益
を
失

ひ
、
貿
易
貨
禦

他

の
港
ま
で
難

ず
る
の
費
用

慮

勢

・
並
び
に
暮

の

場
倉

往
々
筆

・
響

の
危
墜

を
籍

せ
詮

な
ら
す
、
轟

ひ
歪

辮

の
毒

す
る
も
の
あ
る
場
A
.
に

も
・
之
に
そ
の
窪

を
委
托

せ
を

せ
ば
、
例
の
運
賃
延
戻
制
・
拘
乗
せ
ら
窟

・
が
爲

・
、
延
展
金

の
損
失
を

賭
す

る
に
あ
ら
荒

ば
・
之
を
利
用
し
得
ざ
あ

状
態

な
・
。
勿
論
、

・
ソ
・
、
。
ソ
。
も
か

、
る
場
合

。
は

そ
の
墓

の
務

爵

し
て
通
し
讐

の
制
度
を
定
む
・
和
幣

手

墾

、
も
、
直
接

の
運
脊

比
し
て
そ
の
牽
高

く
麦

之
に
　

て
も
そ
の
蓬

の
不
便
が
除
か
れ
ざ
・
は
言
ふ
ま
で
遵

い
。
例

へ
ば
ダ
ソ
,ブ
イ
も

.

.
飢
.。
)

の
如
き
は
・

饗

・
ソ
・
三

二

§

・

9

費

　

ε

の
成
立
後
、

・
の
寄
港
地

た
る
こ
喜

癒
せ
ら
れ

0



』

だ
が
矯

め
、

鹸
…迭
貨

物
を

グ

ラ
ス
ゴ
ゥ
ま

で
送

り
、

共
地

に
て

コ
ソ
フ
ェ
レ
ン
ス
船

に
積

込

ま
ね
ば
な
ら

ぬ
こ
ε

に
な

っ
た
が
如

き
は

そ

の

}
例

で
あ
る
。

ヌ

、

か
く

の
如
き
事
柄
は

、
軍

に
そ

の
寄
港
費

ご
當
該

商
港

よ
り
獲
ら

る

べ
き
運
賃
利

益

こ
の
關
係

の
み
よ
b

起

る
も

の
ご
は
限
ら
な

い
。
縦

ひ
或

港

の
運
賃

利
益

は
豆
類
な

る
も
、
そ

の
附
近

に
寄
港

に
頗

る
便

に
し
て
且

つ

港
潜
設

備
の
比
較
的
完
備

し
た

る
港

が
あ
り

、
そ
れ
を
寄

港
地

ご
す

る
方

が
費

用

の
節
約

人
な
る
場
合

に
は

、
前

者
は
眞
實

の
貿

易
中

.心
地

た
る
に
拘
は
ら
す

、

コ
ン

フ
ェ
レ
ン
ス
寄
港

地

ξ
し
て
撰

ば
れ
す

.

そ

の
輸

出
入
貨
物

を
後
者

に
て
積
卸
す
習
慣
を

い
つ
ま
で
も
利
用

せ
ら

れ
て
、
そ

の
轄
迭
積
替

の
煩
勢

ピ
危
険

ε
費
用

ご
を
負

櫓

せ

し
め
ら

れ
な
が
ら
取
婆

さ

る

、
こ
ご
も

あ
り
得

る
。

.

大
阪

市
は

識
國

に
於
け

る
商

工
業

の
中
、心
地

恩
稽

せ
ら

れ
居

る
に
拘

ほ
ら
す

、
外

國
貿

易
船
は
、
支
那
満

洲
朝

鮮
關
係

の
も

の
を
除

き
て
は

、
此
慮

に
集
ら
す

し
て

、
殆

ご
皆
棘

戸
港

に
寄
港

す

る

こ
ε

に
な

っ
て
居

る
。

從

っ

て
莫

大
な
る
貿

易
品

は
神
戸
港

に
於

て
積
替
を

な
す

爲

め
に
、
商
港
聞

を
艀

に
て
遑
遑

せ
ら

れ
る
。

そ
の
爲

め
の

費
用
、

損
署
、
煩

勢
幾
許
な

る
か
計

b
知

る

べ
か
ら

ざ

る
も

の
め

る
は

、
既

に
衆
知

の
事
.實

で
あ

る
。
而

し

て
か

く

の
如

き
状
態

に
あ

る
は
、

　
に
大
阪

港

が
港
濁

ε
し

て
の
天
然
的
併

ぴ

に
人
工
的

條
件

に
訣
く

る
所

あ

る
に
由

る
ぜ
秘

せ
ら

れ
て
居

る
。
之
も

勿
論

そ

の
原
因

の
主

な
る
も

の

、

一
つ
に
相
違

な

い
で
あ
ら

う
。
併

し
乍
ら

、
大

阪
港

が
既

に
久

し
く

そ
の
港
濁

の
改

頁
を
計

り
、
陸

上
設
備

に
も
多
大

の
施

設
を

加

へ
、
現

に
過
般

の
大
戦
中

、
海

論

叢

海
運
の
猫
占
よ
り
生
す
ろ
弊
害

第
+
入
谷

(第
二
號

四
七
)

四
四
一

ユ)RcportoftheRoyalCommissiononShippingRings,Vol・III・P・348,x・ ・

Maclaren'sWitness,par.9,Question9636・



論

叢

海
運
の
櫛
占
エ
リ
生
マ
る
弊
害

第
+
八
巻

(第
二
號

四
八
)

四
四
二

運
界

の
頗

る
繁
忙

を
極

め
た
る
際

に
は
、
外
囲
貿

易
船

の
出
入

し
た

る
實

例

あ
る
に
拘
は
ら

す
、
今
日
佃

か
く

の
如

き
状
態

に
あ

る
は
、共

理
由
專
ら
港
湾

の
物
質
的
係
件

の
缺
陥

の
み

に
あ

る
か
。
研
究

の
餓
弛

め
る
所

だ

ε
思

ふ
。

二

賃
率

の
恣
意
的
決

定

コ
ソ
フ
ー
レ
ン

ス
が
濁
占
的
地

位
を
利
用

し
て
そ

の
轡

業
政
策
を

定
む

る
よ
り
生
す

る
弊
害

ご
し
て
は
、

更

に

そ

の
賃

率
の
恣
意
的
決

定

ご
云

ふ

こ
ご
を
擧

げ
な
け

れ
ば

な
ら

躍
。

私

は
襲

に
、・
コ
ソ
フ
ェ
レ
ン
ス
成

立

の
結
果

ざ

し
て
生
す

る
利
益
を
説
明
す

る
に
當
り
.
賃

牽

の
安

定

ε
そ

の
均
等

ご
云

ふ
こ
ご
を
述

べ
た
。
而

し
て
こ
の
二

つ
の
事
柄
は

、
縫

ひ
そ
が
絶
対

的
な
安

定
で
も
な
く

叉

例
外

な
き
均
等

で
な

い
に
し

て
も

、
掛
外

貿
易

に
於

て
は

頗

る
重
要
税
す

べ
き
事
柄

で
あ

っ
て
、
.而

し
て

そ
れ

ぽ
今
口

の
資
本
主
義
絶
濟

組
織

の
世

の
中

に
於

て
は
、
欄
占

的

コ
ソ
フ
ェ
レ
ソ
ス
組
織

の
下
で
な

け
れ
ば

、

そ
の
程

度

の

6
の
で
さ

へ
も
、
保
障

し
得
ら

れ
な

い
も

の
で
あ

る

こ
`
を

説
明

し
だ
。
併

し
賃
率

の
安
定

ε
云

ふ
こ
ご

も
、
そ

の
均
等

ε
云

ふ
こ
ご
も

、
共

に
必
ず

し

も
そ

の
賃
率

が
合
理

的

に
決
定
せ
ら

れ
屠

る

こ
ε
も
意
味
す

る
も

の
で
は
な

い
。
之

れ
狸

出

の
目
的

が
、
言

ふ
ま
で
も
な

く
、

加
盟
會

肚

の
牧
盆
を
可
能
的
最

大

な
ら

し
め
ん

ご
す

る
に
め

る
か
ら
で
あ

る
。

噛
扱
て

、
蜀
占

的

コ
ソ
フ
ェ
レ
ソ

ス
の
賃

率
決
定
方

注

の
當
不

當
を
論
ず

る
前

に
、

世
.間

の

コ
ソ

フ
ェ
レ
ソ
ス
賃
.

牽

に
封

ず

る
非
難

の
論
擦
を

二
三
批

評
し

て
見
や

う

冠
思

ふ
。
蓋

し
世
間

の

コ
ソ
フ
エ
レ
ン

ス
賃

率

に
劃
す

る
非

難

に
は

、
往

々
そ
の
判
断

の
根

糠

ε
す

る
庭

並
誤

り

が
あ

る
か
ら

で
あ

る
。

■



,

世
間

の
、

コ
ソ
フ
ェ
レ
ソ

ス
賃

率
を
不

當
な
る

高
率

な

り
こ
し
て
非
難

す

る
諭

に
は
、

往

々
、
不

定
期

船

の
賃

率
を
比
較
の
標
準

ε
な
す
も
の
が
あ
る
。
勿
論
、

此
場
倉

於
て
も

・
ソ
フ
・
レ
・
養

牽
が
不
定
期
船
賃
率
ご

同

一
な
る

べ
き
こ
ご
を
要
求
す

る
の
で
は
な

い
が
、
両
者

の
懸
隔
が
大
な
る
ご
き
は
、
直
ち
に
之
を
勝
て

コ
ソ
フ

エ
レ
ソ
ス
.賃
率
を
不
當
な
る
も
の
ε
認
め
ん
ε
欲
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
現
貿
の
場
合
に
、

コ
ソ
フ
ニ
レ
ン
ス
賃

率
が
果

し
て
不
當

に
高
か
り
し
ゃ
否
や
は
姑
く
別

こ
し
て
、
不
定
期
船
の
賃
率
を
判
断

の
根
糠
ε
す
み
は
正
確
な

.

る
観
察
で
は
な
い
、
何
ご
な
れ
ば
両
者
は
、
第

一
に
海
運
弊
務
の
生
産
費
を
異
に
し
、
第
二
に
此
生
産
費
を
運
賃

`
し
て
回
牧
す

る
の
方
法
、擲
ち
運
賃
決
定
の
法
則
が
同

}
で
な

い
か
ら

で
あ
る
。
即
ち
不
定
期
船
は
定
期
船
よ
り

も
雑

が
低
級
で
あ
り
速
力
も
響

、

一
航
海
に
慧

す
長

物
の
霜

・
少
く
て
大
抵

一
種
類
の
あ

で
あ
る

こ
ご
が
多
く
、
且

つ
之
を
概
ね

一
つ
の
港
で
積
込

ん
で
又
之
を
他
の

一
つ
の
港
で
荷
卸
し
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
τ

あ
る
が
、
定
期
船
は
多
く
は
高
級
船
よ
り
な
う
速
力
も
遠
く
、
定
期
獲
着
の
願
行
、
積
荷

の
多
少
に
拘
は
ら
ず
多

数

の
港

へ
の
寄
港
、
多
種
多
様
な
る
小
貨
物
の
取
扱
ひ
等
を
な
し
、
其
勢
務
が
高
級
で
あ
る
だ
け
叉
生
産
費
も
高

く
つ
く
の
で
あ
る
。
而
し
て
不
定
期
船
は
海
煙
界
の
景
氣

の
移
動

に
從
ひ
、
運
賃

の
高
き
を
追

ふ
て
世
界
各
地
に

稼
ぎ
廻
る
の
で
あ
る
が
、
定
期
船
は
景
氣
の
璽
動
如
何
に
拘
は
ら
す
、
同

一
の
航
路

に
就
役
す
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
前
者
の
運
賃
が
そ
の
港
そ
の
時
の

蒔

的
需
要
供
給
の
關
係
呈

ε
し
℃
支
配
せ
ら
る

、
も
の
で
あ
る
に
反

し
、
後
者
は
長
期

間

に
亘

っ
て
そ

の
襲
業
費

を
償

ふ
に
足

る
所

の
経

済
的

水
準

に
よ
り
て
定

め
ら

る

、
も
の
で
あ

論
」
叢
「

海
運
の
掲
占
よ
り
生
す
る
郷
害
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る
・
条

定
期
船
竺

航
海
に
は
大
抵
・
二

種
の
賀
勅
を
積
込
む
の
で
あ
る
が
、
定
期
贈
は
同
時
に
多
種
多
様
の

蕩

を
麩

む
あ

で
あ
・
か
ら
、
至

親
磐

響

は
貨
物

組

替

よ

つ
・
異
る
・、
ご
少
-
、
定
器

の
そ

れ
は
貨
物
の
種
類
に
よ
っ
て
敷
階
級
遠

野
せ
ら
る

・
も
の
で
あ
る
。
か
あ

如
素

定
期
船

亮

期
磐

は
、

勢
務
生
産
費
を
異
に
し
・
そ
れ
を
運
讐

し
て
回
収
す

る
の
窪

を
異

に
す

・
の
で
あ
・
か
ら
、
後
者
の
饗

が

薯

の
そ
れ
　

高
を

も
、
そ
れ
は
定
期
船
た
る
性
質
よ
り
筆

る
も
の
で
、

事

し
も

コ
ソ
フ
ェ
レ
ソ
ス
に

よ
る
濁
占

の
結
…果
で

あ
る

ご
は
盲

ふ
こ
ご
が
出
来
な

い
。

次

に

コ
ソ
フ
ラ

ン

ス
成

立
後

の
賃
率

が
、
.成
立

前

の
そ
れ

に
比

し
て
高

き
の
理
由

を
以

て
、

之
を
不

當
な

る

も
の
議

む

宅

亦
正
賞
で
は
な

い
。
元
来
、

・
ソ
…

ソ
ス
の
成
立
以
前
ほ

、

各
性

概
し
て
無
謀
な
。

競
争
を
な
し

つ
・
あ
る
の
で
あ
り
、
且

つ
定
期
難

業
な
・
も
の
豊

瞥

某

を
固
定
す
・
も
の
で
め
、
が
爲

め
に
・
、競
争

が
劇
烈
な
れ
響

て
容
易
に
之
よ
り
脱
退
し
得
ざ
・
も
の
で
あ
・
か
ら
、
此
場
倉

は
其
養

は
土

嚢

以
歪

下
り
・
到
底
そ
れ
で
は
亦

肇

を
織
綾
し
得
ざ
あ

状
轡

ゐ
・
の
で
め
る
。
警

そ
の
餐

を

終
欝

水
準
に
引
き
上
げ
・
稚

の
肇

を
塞

な

賑

態
岳

か
ん
が
爲
・
・
」

・
ソ
・
、
・
ソ
ス
を
難

し
.

て
相
互
の
馨

を
歴

せ
脅

す

・
量

・
の
で
あ
・
。

・
ソ
・
、
レ
亥

成
立
讐

基

が
、

そ
の
成
立
以
前

覚

し
て
高

か
る

べ
き
は
・
此
群

に
よ
り
て
正
・
然

・
べ
き
所

で
あ
・
。

警

・
ソ
・
、
・
ソ
ス
成
立
の
前
後

を
比
較

し
て
養

の
當
不
當
を
決
定
せ
ん
ε
す

る
は
誤
れ
る
見
蟹

云
は
な
け
れ
ば
な
畠

。

・
ソ
。
、
レ
ソ
ス

引



.

成

立
後

の
運
賃

が
、
果

し
て
不

當
に
高

き
ゃ
否
や

は

、
自
ら

叉
別

の
方

法
に
よ
り
て
別
断
ず

る
の
外
は

な

い
。

一
の
航
路

に
於

け

る

コ
ソ
フ

ェ
レ
ン
ス
賃

率
ε
他

の
類
似
航
路

に
於

け
る
賃

率

ε
を
比
較

し
、

若

し
く
は

同
方

向

の
航
路

の
賃
牽

を
航
海
浬
程

を
以

て
比
較

し
、
そ

の
高

き
方

を
以
て

一
概

に
不
當

な
る
も

の
だ
見
倣

す

こ

ご
も

亦
粗
漏
な

る
見
解

で
あ

る
。
定
期
船

の
賃
率
は

、
結

合
生
産
費

割
當
て

の
原
則

に
從

っ
て
定

め
ら
れ

る
の
で
め
る

か
ら

、
同
種

類

の
貨
物
で

あ

っ
て
も
、
航
路

の
異

る
場
合

に
は

、
結

合

生
産

費
割
嘗

て
の
計
算

に
於

て
、
必

ず
し

も
同

一
資

格

を
以

て
取
扱
は

る

、
も

の
で
は
な

い
。

換
言

せ
ば

、
或
種

の
貨
物

に
封
ず

る
定
期

船

の
賃
率

は
、
常

談
航
路

に
於
け

る
地
種

の
運
送
貨
物

ピ
の
振

合

に
從

っ
て
決

定
せ
ら
れ

る
も

の
で
あ

る
。

故

に
、
二

つ
の
航
路

の

貿

易
状
態
が
同

じ
か
ら

ざ

る
場
合

に
は

、
同
種

の
貨

物

で

あ

っ
て
も
、

そ
の
賃
率

が
同

[
な
ら
ざ

る
は
、
、
定
期
船

事
業

そ

の
も

の

、
性
質

上
已

む
を
得
ざ

る
所

で
あ
る
。
殊

に
各

商
港
は
、
港
費
噸
視
等
必

す
し
も
同

】
で
は
な
く

叉
積

込
荷
卸

の
費

用
も
同

一
で
は
な

い
。
故

に
積
卸

地

の
異
る
場
合

に
は
、

同

一
方
向

の
航
路

で
あ

っ
て

も
、
賃

率
は
必
ず

し
て
航
海
浬

程

ご
比
例
す

る
も

の
で
は
な

い
の
で
あ
る
。

か
く

の
如

一
、

コ
ソ
フ
エ
レ
ソ
ス
賃

率
を

不
當

な
り

ε
し
て
非
難

す

る
世

上
の
議

論

に
は
、

論
櫨

の
正
賞

な
ら

ざ

る
も

の
が
め

る
の

で
あ
る
が
、
又
此

等

の
世
論

に
謝
し

、
そ

の
然

ら
ざ

る
こ
ε
を
辯
護
す

る
議

論

に
も
、

叉
論

撮

の
正

確
な
ら
ざ

る
も

の
が
あ

る
。

即

ち
、

コ
ソ
フ

エ
レ
ソ
ス
加
盟
會
肚

の
利
金

が
、
世
間
並

の
企
業
利
潤

に
比

べ
て
大
差
な

き
の
理
由

を
以

て
、
そ
の
賃
率

の
不
當

な
ら

ざ

る
こ

ご
を

主
張
す

る
が
如

き
は
そ
の

　
例

で
あ

る
。
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そ

の
所

謂
加
盟

會
肚
の

利
盆
な

る
も

の
.が
、
配

當
率

を
以
て
代
表

せ
ら

れ
居

る
場
合

に
は
、
.比
論

の
基
礎
極

め
て

薄
弱
な
る
は
言
ふ
迄
も
な
い
。
假
に
眞
實
の
利
益
が
世
間
並
の
利
潤
衿

止
ま
を

す
竜

、
加
盟
會
肚
の
瞥
業

「
は

コ
ソ
フ
ェ
レ
ソ
ス
航
路

の
運
送
事
業
の
み
"
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、

會
肱
の
糖
葉
塗
般
の
結
果
た
る
利

益
の
多
寡
を
根
擦
ε
し
て
、
コ
ン
フ
ェ
レ
ソ
ス
賃
率
の
當
不
當
を
剥
断
ず
る
は
無
意
味
で
あ
る
。更

に

一
歩
を
進

め

て
、
或

一
の

コ
ソ
フ
ェ
レ
ン
ス
航
路
よ
り
畢
ぐ
る
翼
實
の
利
益
が
、
世
間
並
の
利
潤
率
を
超
え
す
ピ
假
足
す
る
も
、

そ
は
只
特
起
猫
占
的
利
金
を
擧
げ
居
ら
ざ
る
こ
ε
を
意
味
す
る
に
止
ま
り
、
未
だ
以
て
賃
率
の
不
當
な
ら
ざ
る
所

以
を
談
る
も
の
で
は
な
い
。若

し
加
盟
會
魅
が
、
當
該
航
路

の
交
通
量
が
實
際

に
要
求
す
る
よ
し
も
以
上
の
船
腹
を

用

み
て
管
業
せ
る
場
合
、
即
ち
過
剰
船
腹
を
航
海
せ
し
め
居
る
場
合
に
は
、
輸
蓬
貨
物
は
、
凋
商
運
逡
の
下
に
、

そ
の
過
剰
船
腹
の
提
供

に
關
す
る
生
産
費
を
も
負
捲

せ
し
め
ら
れ
て
居

る
。
故
に
比
熱

に
於
て
そ
の
賃
率
を
不
當

巴
認
め
得
る
。

而
し
て
、
多
く
の

コ
ソ
フ
ェ
レ
ソ
ス
に
あ
り
て
は
、
賃
率
上
の
競
争

は
加
盟
會
　肛
間
に
塵
止
せ
ら

れ̀
居

る
に
拘
は
ら
す
、
前
に
述

べ
セ
る
が
如
く
、
其
他
の
黙
に
於

て
相
互
の
潜
在
的
競
争
が
存
在
七
て
居

る
。
徹

に
そ
れ
が
殊

に
輸
送
能
力
の
振
張

ε
し
て
存
在
す
る
場
合
に
は
、
船
腹
過
剰
を
惹
き
起
し
、
其
結
果
ご
し
て
、
賃

率
が
右
に
述

べ
だ
る
意
味
に
於
て
不
當
に
決
定

せ
ら

る

、
こ
ε
が
め
り
得
る
の
で
あ
る
。

右
に
述

ぶ
る
が
如
く
、

コ
ソ
フ
ェ
レ
ソ
ス
賃
率
が
正
當
に
定
め
ら
れ
屠
る
や
否
や
を
批
評
す

る
世
上
の
議
論

に

は
、
往
々
そ
の
別
断
の
根
擦
に
誤
り
が
め
る
。
然
ら
ば
如
何
な
る
根
糠
に
よ
b
て
、
.そ
の
正
當
庵
る
や
石
や
を
鑑

1)本 誌第十七巻第四號「海i匝に於 ける競争ピ獅占 この分界」(丙)「 コンフェレンスの

内外に於ける潜在的競翁」参照

響



別
す

べ
き
で
あ
乃
か
。
そ
れ
を
説
明
す

る
に
就

い
て
は
、
先
づ
正
常
な
る
賃
率
ご
は
如
何
菰
み
も
の
で
あ
る
か
を

述

べ
な
け
れ
ば
な
ら

ね
。

定
期
船
事
業
に
於
け
る
正
當
な
る
運
賃
牽
、
i

合
理
的
に
定

め
ら
れ
た
る
賃
摩
一

ε
は
如
何
な
る
も
の
で

あ
る
か
の
詳
細
な
る
説
明
は
、
賃
卒
論
の
主
要
部
を
な
す
も
の
で
あ

る
か
ら
、
今
は
之
を
運
賃
論
に
譲
り
、
此
庭

に
は
只
そ
の
要
領
の
み
を
述
ぶ
る
こ
ご

、
す
る
。
帥
ち
合
理
的
な

る
賃
率
ε
は
、
定
期
船
事
業
に
要
す
る
結
合
生

産
費
を
常
談
航
路
の
情
況
を
斟
酌
し
て
、
各
種
貨
物
の
運
賃
負
捨
力
に
慮
じ
て
、
均
等
に
割
當
て
た
る
割
前

で
.あ

る
。
而

し
て
此
庭

に
謂
ふ
生
産
費
に
は
世
間
並
の
利
潤
を
含
む
。
か
く

の
如
き
賃
率
は
瞥
業
の
基
礎
が
相
當
に
輩

固
で
あ
っ
て
、
且

つ
他
の
競
争
管
業
者

の
運
賃
政
策

に
影
響
せ
ら
る

、
こ
ε
少

き
海
運
業
者
で
な
け
れ
ば
、
之
を

見
出
す

こ
ご
も
、
天
芝
を
實
施
す

る
こ
ε
も
殆
ご
不
可
能
で
あ
る
。
然

る
に
濁
占
的

コ
ソ
フ
ェ
レ
ソ
ス
は
、

前

に

も
述

べ
た
る
が
如
く
、
常
談
航
路

に
於
け
る
貨
物
交
通
量
に
適
臆
す

る
庭

の
船
腹
を
供
給
す
る
限
ゲ
は
、
そ
の
運

賃
政
策
を
他
よ
b
牽
制
せ
ら
る
、
こ
ε
殆
ざ
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
貨
物
運
賃
を
決
定
す
る
に
當
b
、
軍
に

一
航

海

に
積
込
ま
る

、
所

の
各
種
貨
物

の
運
賃
負
措
力
を
比
較
考
慮
す
る
に
止
ま
ら
す
、
更
に
、
織
綾
的
な
る
各
航
海

毎
に
事
情

に
よ
b
て
異
る
べ
き
積
込
貨
物
の
種
類
及

び
そ
の
分
量
を
も
考
慮
し
て
、
即
ち
約
害
せ
ば
、
當
該
航
路

に
於
け
る
貨
物
交
通
の

一
般
孕
均
的
な
る
献
態
を
基
礎
こ
し
て
、
各
種
貨
物
の
運
賃
負
推
力
の
相
互
比
例
を
見
出

し
且

つ
之
に
當
該
航
路

に
於
け
る
特
殊
の
事
情
を
斟
酌
し
、
以
て
そ
の
航
路

に
於
け

る
結
合
生
産
費
を
之
に
均
等
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濁
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に
割
當
つ
る
こ
妄

得
・
の
地
位
・
め
・
。
從

つ
・
最
も
合
理
的
な
・
纂

を
賦
課
し
得
・
筈
で
め
、
。
併

し
乍

ら
・
か
く
の
恕

に
す
れ
ば
・
そ
続

會
の
利
益
に
最
も
キ

暮

す

る
所
で
は
め
る
が
、
彼
等
が
本
甕

占
を

糞

・
馨

に
適
・号

・
も
・
で
　

・
。
難

は
、
右
の
遭

凄

痴

海

溝

咬
遷

囎

平
均
蕪

を
基
馨

し
.
之
に
從
っ
て
生
馨

を
各
獲

物
の
響

纂

力
巌

じ
て
均
管

割
當
つ
る
の
璽

罫

を
ε
る
代
り
に
・
却
っ
て
之
・
利
用
・
…

の
暫
罫

磐

罪

雰

ざ

み

罫

を
・
・
芝

鶴

占
的
地
位

に
あ
る
も
の
に
し
て
初
め
て
讐

得
る
所
で
め

つ
て
、
馨

場
裡

に
あ
る
逡

薯

に
あ
り
て
は
容
易

に
寫
し
得
ざ
る
所
で
あ
る
・

・
ソ
…

三

纂

が
不
當
な
皇

の
非
難
の
生
す
る
も
亦
之
よ
り
起

る
。

併

し
乍
ら
或

航
鷺

於
け
・
某
貨
物

の
纂

は
幾
許
を
以
て
正
當
毫

も
の
手

・
か
妄

ふ
、
姦

、
具

欝

窺

携

場
官

営

っ
・
決
定
す

る
こ
註

、
常
識
海
渠

誉

非
ら
ざ
・
磐

、
黎

、
不
可
能
な
、
事
柄

で
あ

る
。
合

理
的
賃

率

ε
は
上

に
述

ぜ
花
る
が
如

き

も
の
で
あ

る
ε
、
抽
象
的

に
は
吉
口
ひ
得

る

も
の

、
、
理
責

に

之
を
決
定
す
・
に
つ
い
て
は
、
常
談
航
路
の
事
情
繕

通
し
、

一
方
に
於
て
は
、
そ
の
擁

。
關
す
、
蘭

内
の

結
合
生
産
費
・
そ
の
畿

要
素
、
叢

素
相
互
の
轟

關
係
、
あ

霧

の
慧

葦

統
計
的
に
調
査
し
、
他
方

に
於
て
は
常
談
航
路
に
於
け
・

疲

貿
易
の
趨
笈

ぺ客

甕

物
の
交
通
愚

を
票

に
し
、
各
饗

物
の
響

纂

力
を
調

べ
・
そ
の
攣
動
の
状
態
を
調
査
し
.
同
種
貨
物
の
纂

航
鷺

於
け
・
釜

慧

を
も
調

べ
て
、
初

め
て
具
讐

な
・
決
定
を
な
し
得
・
の
で
あ
・
。
故
箕

醤

毒

・
於
け
・
纂

雀

當
な
・
も
の
な
乃
や
否

、



や

の
批

判
は
殆

ご
困
難
事

に
属
す

る
。
只
、
併

し
乍

ら
、
局
外
者

ε
錐

も
、

コ
ソ
フ
ェ
レ
ン
ス
の
瞥

葉
状
呪

の

一

般

よ
り
推
し
て
、

そ
の
賃

率

の
正
賞
な
ら

ざ
る
こ

ざ
を
摺

摘

し
得

る
場

合
が
あ

る
。

そ
の
最
も
著

し
き
は
、

か
の
運

賃
職

の
終

熄

の
後

に
於
け

る
賃

率
で

め
る
。

抑
も

コ
ソ
フ

ェ
レ
ン
ス
組
織

に
よ

、

㌧

て
獲

得
す

る
凋

占
は

、
絶
射

的

の
も
の
で
は
な
く

て
、
相
獣
的

の
も

の
な

る

こ
ε
は
、
既

に
屡

二
述

べ
た
る
所

で

あ
る
が
、
併

し
そ
の
猫
占

の
程

度
は
、
内
外

に
於

け

る
潜
在
的
競
争

の
強
弱

に
よ
り

て
異

る
。
殊

に
外
部
よ

り

の
潜
在

的
競

争

の
強
弱
は
、
航
路

に
よ
り

て
も
異
b

、
叉
同
じ
航
路

に

て
も
塒

の
事
情

に
よ
り
て
異

る
。

そ
の
薄

弱
な

る
場
合

に
於

て
は

、

コ
ソ
フ
ェ
レ
ソ
ス
の
猫
出

力
は

そ
れ
に
慮

じ

て
強
大

蓬
な

り
、
利

己
を
逞

く

し
て
高

き

賃

率
を
貪

る

こ
ε
が
あ

る
。
即

ち
例

へ
腰
運
賃

戦

に

於
て
競
争

者
を
撃
退

し
、

コ
ソ
フ
ェ
レ
ン
ス
が
凱

歌
を
擧
げ

た

る
場
合

の
如

き
は
是
で
め
.る
。
此
場
合

に
は
、
競

争

に
よ
り

て
引

下
げ

た

る
賃
率

を
直
ち

に
甚

だ
し

く
引
上
げ

て
、
以
.て
運
賃
戦

に
於
て
要
し
π

る
費
用
及

び
之

が

爲

め
に
失

ひ
た

る
利
益
を
償

ふ

の
手
段

に
出

つ
る
が
普
通

で

あ

る
。

而

し
て
通
常

か

、
る
場

合

に
は

、
そ

の
引

上

げ
ら

れ
た

る
賃
率

は
、
運
賃
戦

に
要

七
た
る
費

用

ε
之
が

爲

め
に
失

ひ
た
る
利
益

蓬
を
償

ふ

の
み
を

以

て
磨
止

せ
ら

れ
す

、
引

上
賃

率
が
貨
物
交

通
量

の
減
退

を
齎

ら
す

こ
ご

の
明
か

に
現
は

れ
來
ら

ざ

る
限
り

、
更

に
新

だ
な

る
競
争

者

の
出

現
す

る
ま

で
引
緩

き
維
持

せ
ら

れ

る
。
故

に
そ

の
間

に
於
て
加
盟

曾
肚

が
不
當

の
互
利
を
占

む

る
こ

ご

、
な

る
。

叉
縫

ひ
運
賃

載

に
於

て
遜

に
競
璽
者

を
撃
退
す

る

こ
ε
能
は
す

し

て
妥
協

が
成
立

し
、

競
孚

者

を

コ
ン
フ
ェ
レ

識

叢

海
運
の
捌
占
よ
り
生
す
る
弊
害

第
†
入
巻

(第
二
號

五
五
)

四
四
九

'



論

叢

海
運
の
凋
占
よ
叩
生
ア
る
弊
害

第
+
八
巻

(第
二
號

五
六
一

四
五
〇

ソ
ス
に
加
盟

せ
し

め
だ

る
場
合

に
於

て
も
、
競
争

の
舞

豪

が
攣

じ

て
獅
占

の
舞
毫

ε
な

る
は

、
全
く
前

の
場
合

ご

同

一
で
あ
る
か
ら
、
賃

率

の
引

上
げ

が
行

は

れ
て
彼

等
壁

方

の
戦
費

が
荷

主

に
韓
嫁

せ
ら
れ
、
そ
が
久
久

し
く
維

持

せ
ら

る

、
も
亦
全
↑
前

の
場
合

ご
同
様

で
あ
る
。

而

し

て
此
場
合

に
於
で

は
、
加
盟
者

の
増

加
し
湿

る
だ
け
、

コ
ン
フ
ェ
レ
ソ
ス
船
腹

の
増

加
ε
な

り
、
.前

に
述

べ
た

る
過
剰
船
腹

よ
り
結

果
す

る
不
當
輩

る
賃
率

賦
課

の
傾
向

が
併
生

し
來

る
o

r
.
.

.

か
く
の
如

ζ
運
賃

戦
の
終
熄
後
は

、

コ
ソ
フ
ェ
レ

ソ
ス
側

の
勝

敗
如
何
に

拘
は
ち
す

、
當

分
外

部
よ
b

の
潜
在

的
競
争

が
薄
弱

な

る
が
爲

め
、
不

當
な

る
運

賃

の
賦
課

が
行

は

れ
る
の

で
あ

る
。
勿
論

、
運
賃

戦

の
後

`
難

も
、

コ
ソ
フ
ェ
レ
ソ
ス
が
飴

り

に
不
党
な

る
高

率
の
運
賃
を

課
す

る
E
き
は
、

叉

直

ち
に
新

た
な

る
競
争

看
を
誘
獲
す

る
虞

が
あ
り
、
頻
繁

な
る
運
賃

戦

の
反
復

は
固

よ
り
そ

の
利
盆

で
は
な

い
か
ら
」

か

、
る
程

度

の
賃

牽
を
課
ず

る

こ
ご
は
な

い
が
、
併

し
叉
そ
れ
だ
け

、「
こ
の
引

上
げ
ら

れ

た
る
運
賃

は
織
綾

性
を
有

つ
こ
ε

、
な
り
「
從

っ
て

　

方

に
於
て
は
、
其
間

に
加
盟

曾
肚

が
互
利
を
青

む

る

こ
ε
を
得

、
他

方

に
於

て
は

、
貿

易

の
正

賞
な
る
獲
蓮

を
害

す

る
傾
向

め

る
を
免
れ
難

い
。

コ
.ソ
フ
ェ
レ
ソ
ス
は
ス

そ
の
賃
率

を
決

定
す

る

に
當

り
、

或

種

の
貨
物

に
饗

し

て
は
比
較
的
安

く
之
を
定
む

る

代

り
に
、

そ

の
補
償

`
し

て
他

の
も

の
に
謝
し

て
は

比
較
的

高
ズ
定
む

る
こ
ε
が

め
る
。

加
盟
者
相
互

の
内
部

に

於

け
る
潜

在
的
競
争

の
殆

ざ
之
れ
な
き

コ
ン
フ
.ユ
レ
ソ

ス
に
あ
り
て
は
、
.
山
方

に
於
て
船
腹

の
供
鈴
に
若

干

の
制



魑

限
を
加

へ
他
方
に
於
て
は
運
賃
の
決
定
に
手
.壇
を
加

へ
て
、
船
腹
供
給
制
限
の
爲
め
他
に
奪
は
る

べ
き
虞
あ
る
種

類
の
貨
物
、
即
ち
主
こ
し
て
少
数
の
大
荷
主
の
卒
素
輸
送
す

る
種

矧
の
貨
物
に
は
内
燃
ら
ざ
る
も
の
よ
り
も
比
較

的
低
廉
な
る
運
賃
を
課
し
、
.供
給
制
限
に
よ
り
て
も
他
に
奪
は
る

、
虞
な
き
貨
物
、
即
ち
主
こ
し
て
多
数
の
小
荷

主

の
鞭
迭
す

る
種
類
の
貨
物
に
は
・、前
者

の
低
廉
な
る
を
補
償

し
得

る
所
の
運
賃
を
課
す
る
こ
ε
が
あ
る
。
但
し
之

は
襲

に
述

べ
把
る
賃
率
の
均
等
ご
云
ふ
こ
ご
、
祇
閥
す

る
事
柄
で
は
な
い
。
何

こ
な
れ
ば
、
.此
場
合
に
於
て
も
賃

・
傘
は
貨
物
の
種
類
に
よ
り
て
分
類
的
に
定
め
ら
る

、
の
で
め
る
か
ら
、
大
荷
主

の
李
素
輸
送
す
る
.種
類
の
貨
物
を

小
荷
主
が
輸
送
す
る
ご
き
ば
、
そ
れ
ご
同

一
の
賃

率
を
以
て
取
扱
は
る

、
か
ら
で
め
る
。
叉
か
く
の
如
く
船
腹
の
供

給
に
人
.鰯
的
な
る
制
限
を
加

へ
す

蓬
も
、
不
定
期
船
よ
り
動
も
す
れ
ば
競
争
を
受

く
る
種
類
の
貨
物
、即
ち
例

へ
ば

後
進
国
よ
り
.先
進
国

へ
の
復
航
に
於
け
る
原
料
品
食
糧
品
の
如
き
貨
物
に
封
し
て
は
、
そ
の
運
賃
を
比
較
的
安
く

り

定

む
る
代

り

に
、
か

、
る
競
争

を
受

く

る
こ
ε
な
き

往
航

の
貨

物

に
は

比
較

的
高

き
運
賃

を
課
す

る
こ
ご
が
め
る
。

も

マ

へ

か
く
て
猫
占

的

コ
ソ
フ
ェ
レ
ソ

ス
の
運
賃
は

、

　
方

に
於

て
荷
主

が

そ
の
支
沸

は

ん
ε
欲
す

る
程

度

に
止

め
て
、

も

も

之

酵
定

む

る
も

の
あ

る
代

り
に
、
他

方

に
於

て
は

そ

の
補
償

ε
し
て
、
彼
が
支
.彿
ひ
得

る
程

度

の
最

大
限
度
近

く

ま

で
の
ぼ
し
て
之
を
定
む

る
こ
ε
が
あ

る
。

即

ち

一
方

に
は
所

謂

、.≦
罫

け
畠
Φ
#
p
田
。
電
ミ

げ
①碧
.、

の
程
度

に

止

め
.ら
れ
た

る
運
賃

の
み

る
代
り

に
、
他
「方

に
於

て
は
之
を
補
償

せ
ん

が
矯

め
に

、.を
}】暮

9
Φ
雫
m
田
o
ミ
ミ

げ塁
「、、

の
限
度
近

く
に
於
て
定

め
ら
れ
π

る
運
賃

も
あ

る
こ

ビ
に
な
る
。
從

っ
て
、

コ
ソ
フ
ェ
レ
ン
ス
賃

率

は
、

必
ず

し

繍

叢

梅
運
の
濁
よ
Hよ
り
生
す
ゐ
郵
書

第
十
入
巻

(第
二
號

玉
上
)

四
五
「



論

叢

海
温
の
蜀
占
よ
り
生
す
る
弊
害

辮
十
八
巻

(第
二
號

五
入
)

四
五
ニ

ヘ

ヤ

も
者
種
貨
物

の
質

権
力

に
慮

じ
て
均
等

に
定

め
ら

る

・
も

の
で
は

な

い
。

コ
ソ
フ
.
レ
ソ
ス
賃

率

の
不
當

な
り

ε

し
て
非

難
せ
ら

る

べ
き
は
主

ε
し
て
か
く

の
如

き
場

合

で
あ

る
。

而

し
て

コ
ソ
フ
ヨ

レ
ソ
ス
が
櫛
占
的
利

益
を
禦

ぐ

る
も
亦
†

ご
し
て
か
く
の
如

き
賃
牽

の
定

め
方

よ

b
生
す
、る
。

尤
も

か
く

の
如

き
賃
率

の
定

め
方
も

、
場
合

に
よ
り

て
は
非
難

し
得
ざ

る
こ
ご
も
あ
る
。

甲
な

る
貨
物

は
そ

の

販
路

に
於

て
他

国
の
競
争

を
畏
く

る
こ
ご
少

き

に
、

乙
な

る
貨

物
は

そ
の
運
賃

に
於

て
多
少

特
別

の
取
扱

ひ
を
受

く

る
に
め
ら
ざ

れ
ば

、
他
国

ε
の
競
争

に
於

て
鋤
抗

し
得

ざ

る
が
如

き
場

合

に
、
乙

貨
物

の
運
賃
負

撚
を
比
較

的

輕

く
す

る
代
り

に
、
甲
貨

物

に
封

し
て
は
、
そ
の
負

擢

し
得

る
範
園
内

に
於

て
比
較
的
一口向
き
運
賃
を

課
す

る
こ
ε

＼

す

る
が
如
き
は
是
で

あ
る
。
か
く

の
如

き
賃

率
の
定

め
方
は
、
海

運
會
肚

の
運
賃

網
版

入
を
大

な

ら
し
む

る
結
果

を

察
す

こ

ご

＼
な

る
に
し
て
も

、
そ
れ

は
叉
掛
外

貿
易

の
獲
展

上
必

要
な

る
手
段

で

あ
る

か
ら

一
概

に
之
を
非
難

す

る

こ
ε
を
得

な

い
。
併

し
乍
ら

ε

さ
ご
し
て
は

之

ご
反
謝

に
、
貿

易
上
競
争

の
關
係

に
あ
.る
ビ
共

に
、
海
運
市

場

巴
・し
て
又
競
争

の
開
悟

に
あ

る
國

の
貨
物

に
調

し
て
は
、
海

運
上

の
利
益

、
即
ち
梅
運
會
肚

自
己

の
利
益
の
保

護

に
專

ら
な

る
結

果

こ
し
て
、
貿
易
競
孚

上

の
射

干
國

の
貨

物

な

る
に
拘
は
ら
す

、
自

国

の
同
種
貨
物

よ
り
も
安

き

運
賃

を
以

て
之

を
輪
…透
す

る
が
如

き
こ
ご
も
あ

る
。

か
く
の
如
き
は

、

コ
ソ
フ
ェ
レ
ン
ス
が
賃

率

の
決
定

に
關

し

て
、

そ
の
凋
占

的
地

位
を
最
も
不

當
に
利
用
す

る
も

の
ε
盲

は
な
け
れ
ば
な
ら

躍
。

三

濁
占
的
横
暴

の
非
難

■



以

上
は

コ
ソ
フ
ェ
レ
ソ
ス
の
薔
業

政
策
が
、

そ

の
凋

占
的
地

位

の
利
用

に
よ
り
、
肚

曾

の
公

益
に
背

反
す

る
場

合

の
主

た

る
も

の
で
あ

る
が
、
此
外

に
も
猫
占
的

横
暴

を
非
難

せ
ら

る

、
個

々
の
場

合
は
術

少

か
ら
す

め
る
。
北

米
合
衆

国
は
海
運

法
第

二
十

　
條
第

一
項

の
三

を
以

て
、
「
荷
主

が
他

の
運
送

人

に
援

助

セ
輿

へ
た
る

こ
ξ
を

理
由

ε
し
て
、
若

し
く
は
荷

主
が
不
當

の
取

扱

ひ
を
受
け
湿

る
こ
ε

に
射

し
叉

は
其
他

の
事
由

に
射

し
苦

情

の
申

出
を

駕
し
た

る
こ
`
を
理
由

ε
し
て
、
該
荷
主

に
勤
し

、
酷

腹

の
猷
硲

あ
る

に
拘

は
ら
ず

、

そ
の
貨
物

の
運
逡
を
拒
絶

し
.
又
は

之
を
拒
絶

せ
ん

こ
ご
を
通
告

し
て
、
之

に
報

復

し
、
其
他

該
荷

主

に
謝

し
、
不
當

な

る
又

は
差
別
的

な

る
手
段

を
使
用
す

る
こ

ε
」

を
禁
止
す
.る
規
定

を
設
け

て
屠

る
が
、

か
く

の
如

き
事
柄

は
、

嘗

て

コ
ン
フ
ェ
レ
ソ

ス
が
合
衆

国
荷
主

に
謝

し
て
行

ひ
π

る
叉

は
行

ふ
傾
向

の
あ
り
た

る
濁
占
的
横
暴

の
所
業

で
あ

る
。

又

か
の
運
賃
延

展
制

を
以
て
不
法
な

る
も

の
ε
せ
ざ

る
諸
国

に
め
り
て
は
、

コ
ソ

フ
ェ
レ
ソ

ス
外

の
船

に
積
荷

を
な

し
た

る
を
理
由

`
し
て
、
そ

の
荷
主

に
謝

し
、
死

灰
金

の
実
綿

を
拒
絶

し
得

る
は
當
然

の
事
柄

で
あ
る
が
、

之
を
理
由

ご
し
て
更

に
積
荷

の
拒
絶
を
な
す

が
如

き
こ

ご
は
、
公
衆

蓮
輪
業

た

る
性
質

上
許
す

べ
か
ら
ざ

る
こ
ε

に
験
す

る
・

然

る
に

・
ソ
・

ニ

ソ
ス
は
芽

か
あ

如

き
こ
ε
を

な
す
。

一
九

一
九

年
七
月

の
濠
洲

聯
邦

政
府

よ
り
英
本
鬮
に
送
り
だ
る
陳
情
書
に
よ
れ
ば
、
濠
洲
の
某
貿
易
會
駐

は
倫
敦
に
於
け
る
代
理
店
を
通
じ
て
、
若
し

む
の
會
　肛
が
涙
淵
政
府
直
管
船

に
積
荷
を
な
さ
ば
、

コ
ソ
フ
エ
レ
ソ
ス
は
爾
後
そ
の
會
砒
の
貨
物
を
輸
送
せ
ざ
る

べ
し
ε
の
威
脅
的
通
告
を
受
け
π
る
事
實
を
記
載
し
、
又
之
ε
同
様

の
報
復
を
恐
れ
て
政
府
直
管
船
の
利
用
を
差

論

叢

海
狸
の
凋
占
よ
り
生
す
ゐ
弊
害

第
十
八
巻

(第
二
號

五
九
)

四
五
三
.



ノ

論

叢

逡

組

占
毒

筆

臭

害

筆

容

(蟹

一號

き

)

四
五
四

控
ゆ
る
荷
ま
少
く
こ
も
八

つ
を
擧
げ
得

べ
き
旨
を
記
載
し
て
居
る
。

.同
じ
く
濠
洲
聯
邦
政
府

の
英
政
府

へ
の
電
情
に
よ
れ
ば
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
や
政
府
は
爆
蛮
勅
の
輸
逡
に
閲
し
、

コ

ソ
フ
ェ
レ
ソ
ス
に
謝
し
積
荷
の
豫
約
を
な
し
た
る
に
、
爾
後
七
ケ
月
間
、

積
荷
不
適
當
の
理
由
を
以
て
船
腹

の
提

供
忽
受
け
得
ざ
る
に
よ
り
、

之
を

コ
ソ
7
エ
レ
ソ
ス
外
の
般
に
積
込
ま

ん
ε
欲

し
.

前
の
豫
約
取
潰
を
申
込
み

た
る
に
、
そ
の
承
諾
は
從
來
の
積
込
貨
物
に
謝
す
る
延
戻
金
七
百
碑
の
請
求
権
の
喪
失
を
意
味
す
る
ε
の
通
告
を

受
け
だ
`
云
ふ
こ
ε
で
め
る
.
か
く
の
如
き
は
、
凋
占
的
地
位
を
利
用
し
て
運
賃
延
展
制
を
濫
用
す
る
も
の
で
あ

る

。嘗

て
鳥

南

阿

コ
ソ
フ
ェ
レ
ソ

ス
が
そ

の
猫

占
的
暴
威

を
恣

に
す

る
ε
の
非
難

の
盛
な

b
し
ご

き
、

グ

ラ

ス
ゴ
ゥ

の

一
船
主

マ
ッ
ク

レ
ー
氏
が
、

英

帝
国
海

運
同
盟
調
査

委
員
會

に
於

て
陳
述

し
た

る
所

に

よ
れ
ば

、
南

阿

コ
ン
フ

ェジ

ン
ス
が
他

の
船
主

の
船
を
傭
船
す

る
場
合

に
は
、

そ
の
船

は
自
己

の
船

主

の
計
算

に
於
て
南

阿
よ

り
積
荷

を

取
ら

ざ
る

こ
ε
を
、

傭

船
契

約

の

　
條

件

ε
し
て
居

る
。

マ
ッ
ク

レ
ー
氏

の

一
船
舶
も

コ
ン
フ
ェ
レ
ン
ス
に
此

條

件

に
よ
り
て
傭
船

ぜ
ら
れ

ケ

ー
プ

・
タ
ウ

ン
に
航
海

し
π
。

そ
の

ε
き
同
地

に
於

て
荷
卸

を
な

し
た
る
際

に
、
濠

洲
行

旅
客

(
黒
奴
2

)積
込

の
注
文
を
受

け
た

る
に
よ

り
、

一
慮

コ
ソ
フ

エ
レ
ソ
ス
代
理
店

に
そ

の
積
込

承
認

の
請

求

を
し
た
・庭
が
、

ゴ
ソ
フ
ェ
レ
ン
ス
自

身
は

か

、
る
運
送

を
警

み
居
ら
ざ

る
に
拘
は
ら
す
隔
右
傭

船
契

約

の
係
件

を
盾

ε
し

て
拒
絶

せ
ら
れ

、
互
頻

(三
千
篠

)
の
違
約

金
を
支
佛

ふ
に
あ
ら
ざ
れ
ば
積

込
が
出
家
す
、
そ
の
結
果

、
此
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注
文
は
他
の
船
主
最

ら
れ
を

云
ふ
こ
毛

あ
璃

か
し
の
如
き
柴

當
に
歪

期
船
の
縛
業
を
妨
害
す
る
も

の
で
あ

る
ε
云
は
な

け
れ
ば
な
ら

ぬ
。

*

コ
ソ
7
エ
レ
ソ

ス
の
凋
占

よ
り
生
ず

る
弊
害

の
主

な

る
も

の
は
、

略

ぼ
上

に
述

べ
た
る
が
如

き
も

の
で

あ
る
o

而

し
て
前
段

に
述

べ
た

る
利
益

ご
、
弦
.に
述

べ
だ

る
弊
害

蓬
を

比
較

し

て
、
結
局
果

し
て

そ
の
何

れ
が
勝

る
か
は

国
情

に
よ
り

て
必
ず

し
も
同

じ
↑
は
な

い
。

そ
の
弊

害

の
人
な

る
國

に

あ
り

て
は

、
之

が
饗
策

の
必
要

な
る
は
盲

ふ
ま
で
も
な
く
、
縦

ひ
弊
害

の
少

く

し
て
利

益

の
人

な

る
國

に
あ
b

て
も
、
荷

も
弊
害

の
多
少

-こ
も
存
.在
す

る
以

上
は
之
が
矯

正
策
を
必
要

ε
す

る
も
亦

明
か
な

る
所

で
.あ
る
、
故

に
私
は
更

に
稿

を
改

め

て
、

コ
ソ
フ

ェ
レ

ン
ス

に
封
ず

る
政
策
を
研
究
す

る
で
あ
ら
う
。
、二

三
.
一
.
】
0
)

論

叢

海
運
の
蜀
占
よ
り
生
チ
る
弊
害

藺

第
十
八
巻

(第
二
號

六

一
)

四
五
五
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